
■H31北海道森づくり研究成果発表会を開催します

4月16日（火）10:00～16:20，道民活動センターか

でる2･7（札幌市中央区北2条西7丁目）にて，「平成

31年北海道森づくり研究成果発表会」を開催します。

本発表会では，森林整備や木材利用に関する研究

成果を発表するとともに，道内各地の森林所有者の

活動や，森林室の林業普及活動なども紹介します。

プログラムの詳細や参加申込方法等は道総研森林

研究本部ホームページでお知らせしています。お問

い合わせは林産試験場普及連携グループ（0166-75-

4237）までお願いします。

なお，本発表会は（一社）森林・自然環境技術者

教育会（JAFEE）のCPDプログラムに認定されてい

ます。当日会場にてCPDの受付をいたします。

■H31林産試験場研究成果発表会を開催します

5月24日（金）13:00～16:00，林産試験場（旭川市

西神楽1線10号）にて，「平成31年（2019年）林産試

験場研究成果発表会」を開催します。

林産試験場では，木材利用に関する研究成果の紹

介などを通じて，幅広い分野の方々に木材利用に関

する知識や技術を普及しており，今回は，道北地域

の方々向けに，最新の研究成果を紹介する発表会を

開催することとなりました。

プログラムや参加申込方法等は林産試験場ホーム

ページでお知らせしています。お問い合わせは林産

試験場普及連携グループ（0166-75-4237）までお願

いします。

■地域学術振興賞を受賞しました

当場利用部の安久津久研究主幹が，「北海道主要

造林樹種の材質調査によ

る地域の学術振興と地域

材利用促進への貢献」に

より，第27回日本木材学

会地域学術振興賞を受賞

し，3月15日，第69回日本

木材学会大会（函館市）

にて表彰されました。

■優秀ポスター賞を受賞しました

第69回日本木材学会大会にて，当場性能部の冨髙

亮介研究職員と戸田正彦主査が「支圧強度を考慮し

た異等級構成CLTのボ

ルト接合の降伏せん断

耐力の推定」，同部の

渋井宏美研究職員と宮

内輝久主査が「カラマ

ツ材における油溶性保

存処理薬剤の浸透経路」

の発表で，優秀ポスタ

ー賞を受賞しました。

■日本森林学会誌論文賞を受賞しました

当場利用部の古俣寛隆研究主任が，日本森林学会

誌に掲載された論文「未利用木質バイオマスを用い

た熱電併給事業の成立条件」で，平成31（2019）年

日本森林学会誌論文賞を受賞し，3月21日，第130回

日本森林学会大会（新潟市）にて表彰されました。

■木と暮らしの情報館をオープンしました

冬季休館していた「木と暮らしの情報館」を，4月

1日（月）から開館しました。開館時間は9:00～

17:00です。4月21日（日）までは土曜・日曜を休館

しますので，ご来館の際はお気をつけください。

また，ログハウス「木路歩来（コロポックル）」

は4月27日（土）から開館の予定です。
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